
▪️インレー，Cr-Br からインプラントまで，IOS の臨床	
	 応用を網羅．

▪️ IOS の “ 守備範囲 ” や医院経営上の導入判断基準，	
	 患者対応も整理．

▪️売れ筋 IOSメーカーの担当者が最新機種をプレゼン	
	 テーション．
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岩内 洋太郎　Yotaro Iwauchi
昭和大学歯学部歯科補綴学講座

術者が留意すべきこと

1．撮影ポジション
1）術者と患者の位置関係とモニターの位置

　術者と患者の位置関係には「① 術者が立位で患者は座
位」「② 術者も患者も座位」「③ 術者が座位で患者が仰
臥位」の 3 パターンがある 1）。
 ① 術者が立位の場合には，IOS（Intra Oral Scanner：
口腔内スキャナー）のモニターは患者の後ろに置き，患
者に対して時計の 8 時もしくは 4 時の位置に立ち（図1），
咬合平面を床に対して平行にして，患者の口が術者の肘の
高さになるようにユニットの位置を調整する（図 2）．② 術
者も患者も座位の場合，モニターは患者の後ろに置き，術
者は患者の横に座り（図3），③ 術者が座位で患者が仰臥
位の場合は，モニターは患者の横に置き，術者は 12 時付
近の位置に座る （図4）．どのポジションにおいてもワンド
は咬合平面と平行にする（図5）．また患者が仰臥位の場
合，コードが患者の顔に触れる可能性があるためアシスタ
ントがコードを持つと良い（図 6）．なお，アシスタントワー

クの詳細ついては，次項のアシスタントワークを参照いた
だきたい．

2）ワンドのハンドリング

　ワンドは機種によって形や大きさ，重さが異なり，重量
に関して現在日本で販売されている IOS を表1にまとめて
いるので、参照いただきたい．ワンドのハンドリングに関
して厳密な規則はないが，ワンドを両手で保持する場合，
患者のオトガイ部に左手のフィンガーレストを設定する（図
7）．片手でワンドを保持する場合は，右手の指を皮膚上
で支点とできる位置にそえる（図 8）． 

2．スキャニング方法
1）スキャニングの準備

　スキャンに先立って，メーカーごとに設定されている
IOS のキャリブレーションを適切に行う必要がある．IOS
の機種によってはキャリブレーションを必要としない機種
もあるため，必要の有無についてメーカーの指示に従う．
　多くの IOS はワンドの先端のチップが可撤性であり，ワ

図1　術者が立位で患者は座位．IOS のモニターは患者の後ろ
に置き，患者に対して時計の 8 時もしくは 4 時の位置に立つ．

図2　咬合平面を床に対して平行にして，患者の口が術者の肘
の高さになるようにユニットの位置を調整する．

第2章 　IOSの基本臨床ステップ

IOS の具体的な使い方
① チェアサイドのスキャニング手順

2．

増刊号1 digital and international

ンド先端に取り付けられているミラーやガラスが曇らない
ように加温されるシステムを採用している．また，使用前
はワンドの先端チップに付いているミラーやガラスに糸くず
やしみなどの汚れが付いていないか確認し，付いている

場合はクリーニングしてから開始する．可撤性の先端チッ
プは滅菌処理を繰り返していくと消耗していくため，特に
ミラータイプの先端チップを採用しているIOSの場合，ミ
ラー部分の破損や傷が無いか注意が必要である．

図7　ワンドを両手で保持する場合，患者のオトガイ部に左手
のフィンガーレストを設定する．

図8　片手でワンドを保持する場合は，右手の指を皮膚上で支
点とできる位置にそえる．

図3　術者も患者も座位の場合，モニターは患者の後ろに置き，
術者は患者の横に座る．

図4　術者が座位で患者が仰臥位の場合は，モニターは患者の
横に置き，術者は12時付近の位置に座る．

図5　いずれのポジションにおいてもワンドは咬合平面と平行
にする．

図6　患者が仰臥位の場合，コードが患者の顔に触れる可能性
があるためアシスタントがコードを持つと良い．
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2．IOS のための形成とスキャンのための前準備②

図5　ベベルとノンベベル．左：金属用ストレートベベル（金属の延展性に対応），中：
CR用ラウェドベベル（CRの重合収縮に対応），右：ハイブリッド＆セラミック用（ノ
ンベベル）

図6　ラフマージン．隣接面の形成の窩底
が凹凸の状態である．

図7　歯肉縁下カリエスのビルドアップ．

位も避ける．前述したように材料として延展性がないため，
対合歯や隣接歯からの力がかかるとマージンの破折につ
ながることが懸念される．
　また，隣接面においてもメタルインレーのときのようなス
ライスカットは脆弱になるため付与せず，100 ～120°の展
開角を持つ歯間離開を形成する．隣接面や歯肉縁のマー
ジンはヘビーシャンファーかラウンドショルダーが理想とさ
れ，ラフマージンにせず，境界明瞭な一直線のなだらかな
マージンを心がける．ギザギザなマージンやナイフエッジ
のような境界不明瞭なマージンは適合精度を下げ，またミ
リングで再現することが極めて難しい（図 6）．

7．歯肉縁下の形成
　IOSは光で記録を撮るため，光の届かないところの印象
は採れない．バージンカリエスであるのならば，可能な限
り縁上マージンを設計することが望ましい．歯肉辺縁付近
や軽度の歯肉縁下であれば，圧排糸を用いることでマージ
ン明瞭にスキャンすることはできる．だが，インレーのや
り直し症例などで，すでに歯肉縁下深くまでの形成がある
場合は，圧排糸でも対応できない症例に遭遇することが

ある．その場合は歯肉縁下から歯肉縁上まで，一旦コンポ
ジットレジンで修復し，マージンを歯肉縁上に再設定する
方法もある（図 7）．

スキャンのための前準備

　IOS のスキャンの前準備の要点を表2にまとめ，以下，
解説する．

1．歯面清掃
　インレー形成の場合，ほとんどの症例において，形成直
後にスキャンを行うことになるので，形成面の清掃が必要
になることは少ない．ただしマージン近くの歯面，特に隣
接面の歯肉縁付近には歯石や歯垢が付着していることが
多い．この部分には超音波スケーラーなどで除石した後
に，プラーク染めだし液などで可視化し，エアアブレーショ
ンシステムなどを用いて清掃することが望ましい．　

2．歯肉圧排
　形成のマージンが歯肉縁下に入ってしまった症例の場
合は，ダブルコードテクニックを用いて歯肉圧排を行う．
＃000 のコード（圧排糸）を歯肉溝に入れた後に，＃0
のコードを挿入して2重で歯肉圧排を行う．2 本目の＃0
のコードは歯肉溝内に完全に押し込むのではなく，歯肉溝
を広げるイメージでコードの半分だけを歯肉縁下に挿入す
ることが望ましい．つまり，形成マージンを咬合面方向か
ら見たときに 2 本目のコードはしっかりと視認できるように
する．スキャンする際には 2 本目の＃0のコードだけを取

CRでビルドアップ

縁
上
マ
ー
ジ
ン
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図1-a　インレーの下に二字齲
蝕（カリエス）が確認できる．

図1-b　インレー除去後のカリ
エスの視認．

図1-c　カリエスの除去． 図1-d　レジンによる覆罩．

図1-n　術後．図1-m　レジンセメント光照射．

図1-e　形成・スキャン（縁上
マージン）．

図1-f　仮封． 図1-g　補綴装置の納品（模型
なし）．

図1-h　詩適後，サンドブラス
ト処理を施す．

図1-i　プラークの付着確認． 図1-j　歯面水洗後，清掃する． 図1-l　セレクティブエッチン
グ後．

図1-k　セレクティブエッチン
グ．

図2　CAD/CAMインレーおよびアンレーにお
ける形成では，窩洞側壁の形成量だけを見て深
さを決めず，必ず裂溝最下点から計測した深さ
を確保しなければならない．

側壁を見て削ったと思っても
中心裂孔の部位では厚みが足りない
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光学印象採得の具体的な手順をわかりやすく写真で解説 スキャンの前準備と形成の要点を，イラストを交えて明示
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